
第
１
章

「
豊
か
さ
」
と
は
何
か
―
―

人
間
開
発
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）（
１
）

人
間
開
発
指
数
（H

um
an

D
evelopm

ent
Index

:H
D

I

）
は
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
が
『
人
間
開
発

報
告
書
』
の
な
か
で
公
表
し
て
き
た
開
発
指
標
で
あ
る
。「
生
活
の
質
」「
福
祉
の
到
達
度
」
を
計
測
し
た

い
と
い
う
試
み
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
時
代
の
社
会
指
標
の
成
果
を
継
承
し
た
指
標

の
ひ
と
つ
が
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
あ
る
。

Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
作
成
に
は
、
マ
ブ
ー
ブ
ル
・
ハ
ク
、
ポ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
テ
ン
な
ど
の
研
究
者
が
参
加
し
て

い
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、「
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
発
展
を
み
な
そ
う
と
し
た
ア

マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
で
あ
る
。

●
「
人
間
開
発
」
と
い
う
思
想

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
「
人
間
開
発
」
と
は
、
発
展
あ
る
い
は
開
発
を
、
人
間
の
自
由
の
拡
大
、
選
択
の
幅
の
拡

大
と
い
う
視
点
か
ら
見
直
そ
う
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
一
般
に
、
人
間
の
自
由
は
お
金
（
所
得
）
や
財

10



貨
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
大
局
的
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
生
身
の
人
間
の
有
り
様
は
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
足
に
障
害
が
あ
っ
て
歩
く
の
に
不
自
由
な
身

体
障
害
者
に
と
っ
て
、
街
や
交
通
機
関
を
利
用
す
る
の
に
階
段
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
自
由
に
移
動
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
仮
に
車
を
手
配
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
移
動
に
か
か
る
費
用
は
足
に
障
害
の
な
い
人
に
比

べ
て
極
め
て
高
く
な
る
。

一
円
あ
る
い
は
一
〇
〇
万
円
と
い
う
一
定
の
お
金
で
あ
る
人
が
ど
の
く
ら
い
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

と
い
う
自
由
や
選
択
肢
の
幅
（
財
や
所
得
を
自
分
の
希
望
す
る
活
動
や
状
態
に
転
換
す
る
効
率
性
）
は
、
個
人
の

状
況
（
健
康
状
態
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
や
社
会
的
な
地
位
な
ど
）
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
人
間
の
多
様
性
を
考
慮
し
た
う
え
で
発
展
水
準
を
評
価
す
る
ひ
と
つ
の
試
み
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の

Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
あ
る
。

●
人
間
開
発
指
数
の
構
成

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
、
栄
養
や
健
康
の
状
態
を
示
す
指
標
で
あ
る
平
均
余
命
、
知
識
の
水
準
を
示
す
識
字
率
と
就

学
率
、
良
好
な
生
活
に
必
要
な
資
源
の
入
手
可
能
性
を
示
す
購
買
力
平
価
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
表
示
の
一
人
あ
た
り

第１章 「豊かさ」とは何か―― 人間開発指数（ＨＤＩ）（１）
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Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
作
成
で
は
、
指
標
が
人
間
の
選
択
肢
を
評
価
で
き
る
こ
と
、

簡
単
な
指
標
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
指
標
を
総
合
し
た
合
成
指
標
で
あ
る
こ
と
、
社
会
指
標
と
経
済
指
標

の
両
方
を
含
む
こ
と
、
改
良
の
余
地
が
残
る
よ
う
に
柔
軟
な
方
法
論
を
も
つ
こ
と
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
作
成
を
契

機
に
し
て
各
国
に
統
計
デ
ー
タ
の
整
備
を
促
す
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
た
。

人
間
開
発
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
自
由
は
財
貨
へ
の
購
買
力
を
示
す
所
得
、
お
よ
び
そ
の
所
得

で
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
実
現
で
き
る
の
か
と
い
う
「
所
得
か
ら
自
由
へ
の
変
換
効
率
」

の
両
方
か
ら
決
め
ら
れ
る
。
後
者
の
「
所
得
か
ら
自
由
へ
の
変
換
効
率
」
は
「
あ
る
人
が
一
円
、
あ
る
い

は
一
〇
〇
万
円
で
ど
の
く
ら
い
の
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
個
人
の
事
情
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
影
響
を
与
え
る
の
は
健
康
状
態
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
な
ど
無
数
に
あ
る
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
人
で

あ
っ
て
も
そ
の
人
の
「
知
識
」（
あ
る
い
は
教
育
）
と
「
健
康
」（
た
と
え
ば
寿
命
）
は
特
に
大
き
な
影
響
力
を

も
つ
の
で
、
こ
れ
ら
の
三
つ
（
健
康
、
教
育
、
所
得
）
の
指
標
を
単
純
平
均
し
て
作
成
し
た
も
の
が
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で

あ
る
（「
基
本
公
式
」
参
照
）。

こ
の
指
標
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
発
展
の
評
価
は
人
間
の
能
力
や
生
活
の
善
さ
（w

ell−being

）
に
焦
点

を
置
い
て
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、「
人
間
開
発
」
の
概
念
を
大
胆
に
簡
単
化
し
て
基
礎
的
指
標
の
簡

単
な
指
標
に
す
る
こ
と
、
人
間
生
活
の
評
価
は
所
得
や
消
費
だ
け
で
な
く
知
識
や
健
康
を
含
む
多
く
の
側

12



面
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

思
想
で
あ
る
。

表
１
と
表
２
は
二
〇
〇
九
年
の
『
人
間
開

発
報
告
書
』
の
数
値
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
順
位
は
必
ず
し
も
一
人
あ
た

り
所
得
順
位
と
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
所
得
水
準
と
実
際
の

生
活
水
準
と
の
間
に
多
く
の
媒
介
要
因
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
九
〇
年
の
公
表
以
来
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
一
番
問
題
に

な
る
の
は
「
基
本
公
式
」
に
あ
る
各
指
標
の

最
高
値
と
最
低
値
の
設
定
で
あ
る
。
就
学
率

や
識
字
率
は
最
低
値
ゼ
ロ
、
最
高
値
一
〇
〇

が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
寿
命
や
所
得
に
は
そ

人間開発指数（HDI）

平均寿命指数＝
当該国の値－最低値
最高値－最低値

成人識字指数＝
当該国の値－最低値
最高値－最低値

総就学指数＝
当該国の値－最低値
最高値－最低値

教育指数＝
２
３
成人識字指数＋

１
３
総就学指数

GDP 指数＝
log（当該国の値）－log（最低値）

log（最高値）－log（最低値）

HDI ＝
１
３
（平均寿命指数＋教育指数＋GDP 指数）

出生時平均寿命：最高値８５、最低値２５。
成人識字率：最高値１００、最低値０。
総就学率：最高値１００、最低値０。
１人あたり GDP（PPP US＄）：最高値４０，０００、最低値１００。

基本公式

第１章 「豊かさ」とは何か―― 人間開発指数（ＨＤＩ）（１）
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国名
HDI

（２００７年）
平均余命
（２００７年）

総（合成）就学率
（２００７年）

１人あたり GDP
（PPP US＄）（２００７年）

ノルウェー ０．９７１ ８０．５ ９８．６ ５３，４３３
オーストラリア ０．９７０ ８１．４ １１４．２ ３４，９２３
アイスランド ０．９６９ ８１．７ ９６．０ ３５，７４２
カナダ ０．９６６ ８０．６ ９９．３ ３５，８１２
アイルランド ０．９６５ ７９．７ ９７．６ ４４，６１３
オランダ ０．９６４ ７９．８ ９７．５ ３８，６９４
スウェーデン ０．９６３ ８０．８ ９４．３ ３６，７１２
フランス ０．９６１ ８１．０ ９５．４ ３３，６７４
スイス ０．９６０ ８１．７ ８２．７ ４０，６５８
日本 ０．９６０ ８２．７ ８６．６ ３３，６３２

国名
HDI

（２００７年）
平均余命
（２００７年）

成人
識字率

総（合成）
就学率
（２００７年）

１人あたりGDP
（PPP US＄）
（２００７年）

ギニアビサウ ０．３９６ ４７．５ ６４．６ ３６．６ ４７７
ブルンジ ０．３９４ ５０．１ ５９．３ ４９．０ ３４１
チャド ０．３９２ ４８．６ ３１．８ ３６．５ １，４７７
コンゴ民主共和国 ０．３８９ ４７．６ ６７．２ ４８．２ ２９８
ブルキナファソ ０．３８９ ５２．７ ２８．７ ３２．８ １，１２４
マリ ０．３７１ ４８．１ ２６．２ ４６．９ １，０８３
中央アフリカ ０．３６９ ４６．７ ４８．６ ２８．６ ７１３
シエラレオネ ０．３６５ ４７．３ ３８．１ ４４．６ ６７９
アフガニスタン ０．３５２ ４３．６ ２８．０ ５０．１ １，０５４
ニジェール ０．３４０ ５０．８ ２８．７ ２７．２ ６２７

表１ 人間開発指数上位１０位の国

（注） 成人識字率は１００％の数字が割りあてられている。総就学率は学事年齢
から遅れて就学する人などの影響で１００％を超える数字が時々みられるが、
HDIの計算では１００％の数字が割りあてられている。

（出所） UNDP（２００９）Human Development Report 2009 : Overcoming Barriers :
Human Mobility and Development, Palgrave Macmillanの統計から筆者作
成。

表２ 人間開発指数１７３位から１８２位の国

（出所） 表１に同じ。
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の
よ
う
な
値
は
な
い
。
そ
こ
で
試
行
錯
誤
の
結
果
、
た
と
え
ば
平
均
寿
命
は
二
五
〜
八
五
歳
、
一
人
あ
た

り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
〇
〇
〜
四
万
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ド
ル
）
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
上
限
と
下
限
を
固
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
時
間
を
通
じ
た
比
較
が
可
能
な
指
標
に
な
っ
た
。
近
年
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
で
は
所
得

は
対
数
変
換
さ
れ
て
指
標
化
さ
れ
て
い
る
。

●
人
間
開
発
指
数
の
意
義

豊
か
さ
や
貧
困
削
減
と
い
っ
た
発
展
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
所
得
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
低
所
得
が
本
当
に
貧
困
と
い
え
る
の
か
、
い
ま
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
所
得
は
人
間
の

自
由
の
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
人
間
ら
し
い
最
低
限
の
生
活
に
必
要
な
所
得
や
消
費
は
個
々
人
に
よ
っ

て
違
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
を
実
際
に
利
用

す
る
こ
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
本
当
に
人
々
の
生
活
を

改
善
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
結
局
、
貧
困
と
は
何
か
、
豊
か
さ
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
ず
に
、
所
得

と
い
っ
た
ひ
と
つ
の
要
因
を
増
や
す
こ
と
だ
け
に
注
意
を
集
中
す
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
本
来
「
発
展
」

第１章 「豊かさ」とは何か―― 人間開発指数（ＨＤＩ）（１）
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の
成
果
の
指
標
と
し
て
望
ま
し
い
も
の
は
、
人
々
の
生
き
方
の
自
由
を
増
や
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
発
展
を
み
る
視
点
を
所
得
以
外
の
領
域
に
ま
で
拡
大
し
た
点
に
意
義
が
あ
り
、

Ｈ
Ｄ
Ｉ
そ
れ
自
体
を
発
展
の
究
極
的
な
目
標
と
考
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
国
・

地
域
の
ラ
ン
キ
ン
グ
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。

●
人
間
開
発
指
数
の
展
開

Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
は
非
常
に
多
く
の
批
判
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

�

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
国
民
の
平
均
的
到
達
度
を
示
す
の
で
、
貧
困
や
格
差
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

�

Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
は
政
治
的
自
由
や
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
の
保
障
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

�

Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
は
環
境
や
「
持
続
可
能
な
発
展
」
に
関
わ
る
問
題
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

�

Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
一
人
あ
た
り
所
得
の
動
き
と
相
関
を
も
つ
の
で
、
所
得
以
上
の
新
し
い
意
味
は
な
い
。

�

Ｈ
Ｄ
Ｉ
か
ら
は
開
発
政
策
へ
の
示
唆
は
得
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、『
人
間
開
発
報
告
書
』
は
こ
れ
ら
の
批
判
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
人

間
開
発
指
数
を
改
良
し
た
指
標
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
考
慮
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
指
数
（G

ender−
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related
D

evelopm
entIndex

:
G

D
I

）
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
測
度
（G

ender
E

m
pow

erm
ent

M
easure

:
G

E
M

）、
貧
困
を
多
面
的
に
捉
え
る
人
間
貧
困
指
数
（H

um
an

Poverty
Index

:
H

PI

）
も
あ
る
。

ま
た
、『
人
間
開
発
報
告
書
二
〇
〇
〇
』
は
人
権
保
障
状
況
の
評
価
に
人
間
開
発
指
数
を
利
用
す
る
方
法
を

考
察
し
て
い
る
。
ま
た
指
標
化
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
が
、『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
テ
ー
マ
で
は
「
人

権
」「
環
境
」「
民
主
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
い
っ
た
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

《
参
考
文
献
》

本
文
の
参
考
文
献
は
野
上
裕
生
（
二
〇
〇
七
）『
人
間
開
発
の
政
治
経
済
学
』
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
基
本
公
式
や
統
計
資
料
はU

N
D

P
(various

years)
H

um
an

D
evelopm

entR
eport,N

ew
Y

ork
:

U
N

D
P

を
参
照
さ
れ
た
い
。
特
にSen,A

m
artya

(1999)
“A

ssessing
H

um
an

D
evelopm

ent,”
in

U
N

D
P

(1999)
H

um
an

D
evelopm

ent
R

eport
1999,p.23

は
Ｈ
Ｄ
Ｉ
に
対
す
る
セ
ン
の
姿
勢

を
示
し
て
い
て
、
一
読
に
値
す
る
。

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』N

o.173
(2010.2)

第１章 「豊かさ」とは何か―― 人間開発指数（ＨＤＩ）（１）
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